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昨
年
の
平
和
特
集
号
で
は
、
「
平
和
マ
ッ
プ
」
を
使
っ
て
多
摩
地
域
の
3
自
治
体
の
戦
争
遺
跡
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
年
は
文
京
・
新
宿
・
江
東
の
都
区
部
3
自
治
体
を
取
り
上
げ
、
3
支
部
の
仲
間
と
と
も
に
、

平
和
の
尊
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
平
和
関
連
の
博
物
館
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

7
月
29
日
、
文
京
支
部
の
原
妙

子
さ
ん
と
、
本
郷
三
丁
目
駅
か
ら

徒
歩
7
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
わ

だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館
」
を
訪
ね

ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
る
と
い

う
原
さ
ん
は
、
記
念
館
の
存
在
は

看
板
を
見
て
知
っ
て
い
た
も
の

の
、
中
に
入
る
の
は
初
め
て
と
の

こ
と
。
出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
館

長
の
山
辺
昌
彦
さ
ん
に
2
階
の
展

示
室
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

山
辺
館
長
に
よ
る
と
、
「
わ
だ

つ
み
」
と
は
海
の
神
を
意
味
し
、

海
で
多
く
の
学
生
が
亡
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
戦
没
学
生
あ
る

い
は
戦
没
兵
士
た
ち
を
指
す
言
葉

と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
か
。有
名
な『
き
け
わ
だ

つ
み
の
こ
え
』
が
出
版
さ
れ
た
翌

1
9
5
0
年
に
結
成
さ
れ
た
日
本

戦
没
学
生
記
念
会
が
、
開
設
を
呼

び
掛
け
て
募
金
を
開
始
し
た
の
が

1
9
9
3
年
。
開
館
ま
で
は
さ
ら

に
13
年
か
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

展
示
室
に
は
戦
没
学
生
の
遺
影

の
他
、
彼
ら
が
家
族
に
宛
て
た
手

紙
、
戦
地
に
行
く
前
に
書
い
た
日

記
や
軍
隊
の
中
で
書
い
た
日
誌

等
、ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け

る
日
本
の
戦
没
学
生
を
中
心
と
し

た
あ
ら
ゆ
る
戦
争
犠
牲
者
に
関
す

る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
書
い
た
も
の
が
こ
う
や
っ
て

直
筆
で
残
っ
て
は
い
る
け
れ
ど

も
、
軍
隊
で
書
い
た
も
の
は
検
閲

さ
れ
る
関
係
で
あ
り
の
ま
ま
で
な

い
と
こ
ろ
が
悲
し
い
。
今
は
自
由

に
書
き
た
い
こ
と
書
け
ま
す
か
ら

ね
」
と
原
さ
ん
。
帰
っ
た
ら
小
学

生
の
お
子
さ
ん
2
人
に
話
し
て
聞

か
せ
る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

開
館
時
間
／
月
・
水
・
金
、
13
時

〜
16
時

休
館
日
／
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日

・
年
末
年
始
・
夏
季
休
館
（
8
月

15
日
〜
30
日
）

入
館
料
／
無
料
（
維
持
カ
ン
パ
は

感
謝
い
た
し
ま
す
）

☎
0
3
―
3
8
1
5
―
8
5
7
1

戦没学生の遺影と記念像の横に立つ原さん

1
9
5
4

年
3
月
1

日
、
米
国
が

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で

水
爆
実
験
を
行
な
い
、
多
数
の
日

本
の
漁
船
が
被
曝
。
な
か
で
も
第

5
福
竜
丸
は
そ
の
半
年
後
に
乗
組

員
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
亡
く
な

り
、
原
水
爆
禁
止
運
動
の
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
第
5
福
竜
丸
を
展
示
し
て

い
る
の
が
、
江
東
区
夢
の
島
公
園

内
に
あ
る
都
立
第
5
福
竜
丸
展
示

館
で
す
。

7
月
21
日
、
地
元
江
東
支
部
の

天
沼
昭
博
さ
ん
と
一
緒
に
展
示
館

を
訪
れ
ま
し
た
。

館
内
に
は
全
長
30
ｍ
の
第
5
福

竜
丸
と
そ
の
周
囲
に
、
船
か
ら
採

取
さ
れ
た
実
物
の
死
の
灰
の
ほ

か
、
乗
組
員
の
被
曝
の
実
態
、
放

射
能
の
国
民
生
活
へ
の
影
響
、
原

水
爆
禁
止
運
動
の
広
が
り
と
署
名

簿
、
太
平
洋
の
島
々
で
の
放
射
能

汚
染
被
害
な
ど
の
パ
ネ
ル
解
説
が

並
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
展
示
館
前
広
場
に
は
、「
原

水
爆
の
被
害
者
は
わ
た
し
を
最
後

に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
が

刻
ま
れ
て
い
る
久
保
山
愛
吉
記
念

碑
、
乗
組
員
の
大
石
又
七
さ
ん
ら

の
呼
び
か
け
で
建
立
し
た
マ
グ
ロ

塚
、
他
の
船
に
転
用
さ
れ
て
い
た

第
5
福
竜
丸
の
エ
ン
ジ
ン
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

天
沼
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
頃
も

来
ま
し
た
が
、
本
物
が
見
ら
れ
る

と
い
う
の
が
衝
撃
的
で
す
。
伝
え

て
行
こ
う
と
い
う
皆
さ
ん
の
気
持

ち
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
乗
組
員

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
く
な
か

で
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
の
か
が
私
た
ち
の
課
題
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

開
館
時
間
／
9
時
30
分
〜
16
時

休
館
日
／
月
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
火
曜
日
休
）

入
館
料
／
無
料

☎
0
3
―
3
5
2
1
―
8
4
9
4

山辺館長（左）が展示品に
ついて説明してくれました

「本物だから伝える気持ちがわか
る」と船体を指さす天沼さん

西
早
稲
田
2
丁
目
で
早
稲
田
通

り
を
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
場
所
に
あ

る
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル
の
2
階
に
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
女

た
ち
の
戦
争
と
平
和

資
料
館
」（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）

が
あ
り
ま
す
。

7
月
10
日
、
地
元

新
宿
支
部
の
本
木
栄

子
さ
ん
、
書
記
の
大

槻
遼
平
さ
ん
と
一
緒

に
Ｗ
Ａ
Ｍ
を
訪
れ
ま

し
た
。

Ｗ
Ａ
Ｍ
は
、
日
本

で
初
め
て
の
戦
時
性

暴
力
、
特
に
日
本
軍

性
奴
隷
制
（
日
本
軍

「
慰
安
婦
」
制
度
）

に
焦
点
を
あ
て
た
記

憶
と
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
2
0
0
5
年

8
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
資
料
館
で
す
。

日
本
軍
性
奴
隷
制
の
責
任
者
の

パ
ネ
ル
や
ア
ジ
ア
全
域
の
慰
安
所

が
一
目
で
わ
か
る
「
慰
安
所
マ
ッ

プ
」
の
常
設
展
示
、
関
連
す
る
書

籍
、
雑
誌
、
映
像
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

が
常
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
1
〜
2
回
の
ペ
ー
ス
で
特
別
展

が
開
催
さ
れ
、
2
0
2
0
年
11
月

末
ま
で
は
「
朝
鮮
人
『
慰
安
婦
』

の
声
を
き
く
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

①
1
8
3
人
の
朝
鮮
人「
慰
安
婦
」

の
声
、
②
日
本
の
朝
鮮
侵
略
・
植

民
地
支
配
と
日
本
軍
「
慰
安
婦
」

制
度
、
③
朝
鮮
の
女
性
た
ち
の
闘

い
が
パ
ネ
ル
な
ど
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

朝
鮮
人
「
慰
安
婦
」
の
声
を
一

つ
一
つ
読
み
、
展
示
を
食
い
入
る

よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
本
木
さ
ん

は
「
以
前
、
新
宿
区
内
の
別
の
施

設
で
慰
安
婦
問
題
の
展
示
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は
衝

撃
的
で
し
た
。
だ
ま
さ
れ
て
連
れ

て
行
か
れ
た
女
性
が
ろ
く
な
食
事

も
与
え
ら
れ
ず
、
着
替
え
も
で
き

な
か
っ
た
な
ど
と
証
言
も
読
ん
で

辛
か
っ
た
。
戦
後
、
慰
安
婦
の
過

去
を
隠
し
て
生
き
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
同

じ
女
性
と
し
て
心
が
痛
み
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

開
館
時
間
／
水
〜
日
、
13
時
〜
18

時休
館
日
／
月
・
火
・
祝
日
・
年
末

年
始

入
館
料
／
18
歳
以
上
＝
5
0
0

円
、
18
歳
未
満
＝
3
0
0
円
、
小

学
生
以
下
＝
無
料

☎
0
3
―
3
2
0
2
―
4
6
3
3

展示を食い入るように見つめる本木さん

「同じ女性として心痛む」

仲
間
と
訪
ね
る
都
内
の
平
和
博
物
館

仲
間
と
訪
ね
る
都
内
の
平
和
博
物
館

女たちの戦争と平和資料館

２
人
の
子
に
聞
か
せ
る

わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館

本物の衝撃が伝わる
第五福竜丸展示館

求

人

求

職


